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イ 週齢毎産卵率 
 
ａ 特殊鶏交雑（表 14・図９参照） 
 

 週齢毎の平均産卵率は、最も高かった「②ＹＡ×ＸＳ」では、17 週齢から産卵を開

始、19 週齢から一気に上昇し、27 週齢で産卵ピークを迎えた。その後大きな低下はな

く、40～60 週齢にかけて 88～95％を維持し、検定終了時の 64 週齢で 91.4％となった。 

（※ 純粋種のＹＡ及びＸＳと比較し、ＹＡには若干劣るものの、産卵ピークが非常に

高く、産卵後半もＸＳのように下がらず、持続性が高い。） 
 

 次いで産卵率が高かった「③ＸＳ×ＬＡ」では、18 週齢から産卵を開始、20 週齢か

ら一気に上昇し、26 週齢で産卵ピークを迎えた。その後、36～37 週齢で若干の低下が

みられたものの、40～60 週齢にかけて 78～91％を維持し、検定終了時の 64 週齢で 76.5

％となった。 

（※ 純粋種のＸＳ及びＬＡと比較し、産卵の立ち上がりと産卵ピークはＬＡに近く、

その後は両純粋種の中間的な産卵性である。） 
 

 「①ＵＫ×ＹＡ」は、17 週齢から産卵を開始、19 週齢から一気に上昇し、25 週齢で

産卵ピークを迎えた。その後、59 週齢で若干低下したものの、40～58 週齢にかけて 70

～86％を維持し、64 週齢で 60.3％となった。 

（※ 純粋種のＵＫ及びＹＡと比較し、ＹＡには及ばないものの、ＵＫよりも初産が３

週間程度早い上、産卵ピークが非常に高く、期間産卵率全体が押し上げられ、産卵性

能が大きく向上した。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表 14、図９）特殊鶏交雑の週齢毎産卵率の推移 
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 ｂ 大型鶏交雑（表 15・図 10 参照） 
 

 大型鶏交雑「④ＹＤ×ＹＡ」の週齢毎の平均産卵率は、18 週齢から産卵を開始し、

20 週齢から一気に上昇し、26 週齢で産卵ピークを迎えた。その後の低下は緩やかで、

30～39 週齢にかけて 90～95％を維持し、40 週齢では 89.1％となった。 

（※ 純粋種のＹＤ及びＹＡと比較し、ＹＤよりも初産が３週間程度早い上、産卵ピー

クが非常に高く、期間産卵率全体が大きく押し上げられ、ＹＡと同等程度に産卵性能

が大幅に向上した。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表 15、図 10）大型鶏交雑の週齢毎産卵率の推移 

 

 


